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は
じ
め
に
、
今
回
の
震
災
で

犠
牲
と
な
ら
れ
た
皆
さ
ま
の
ご

冥
福
を
お
祈
り
す
る
と
と
も

に
、
被
災
さ
れ
た
方
々
に
心
よ

り
お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
ま

す
。
ま
た
、
支
援
活
動
を
行
っ

て
い
る
多
く
の
方
々
に
敬
意
を

表
し
、
被
災
さ
れ
た
方
々
が
少

し
で
も
早
く
安
寧
な
生
活
を
送

る
こ
と
が
で
き
ま
す
よ
う
、
お

祈
り
い
た
し
ま
す
。

◇　
　
　

◇

　

熊
本
地
方
を
中
心
と
す
る

「
平
成
28
年
熊
本
地
震
」
の
復

旧
・
復
興
に
当
た
り
、
熊
本
県

社
会
福
祉
協
議
会
お
よ
び
全
国

社
会
福
祉
協
議
会
か
ら
、
職
員

派
遣
の
協
力
要
請
が
あ
り
、
５

月
15
日
か
ら
20
日
ま
で
の
６
日

間
、
現
地
で
の
支
援
業
務
を

行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

新
潟
県
か
ら
は
私
の
ほ
か
、

新
潟
市
社
協
主
査
・
加
藤
築
さ

ん
と
新
発
田
市
社
協
主
事
・
田

村
涼
子
さ
ん
の
３
人
が
派
遣
さ

れ
ま
し
た
。
業
務
は
、
被
災
し

た
世
帯
に
対
す
る
生
活
福
祉
資

金
制
度
に
よ
る
福
祉
資
金
（
緊

急
小
口
資
金
）
貸
付
の
受
付
支

援
で
す
。特
例
措
置
の
通
知
が
、

４
月
25
日
に
厚
生
労
働
省
社
会

･
援
護
局
長
よ
り
出
さ
れ
、
こ

れ
を
受
け
て
の
も
の
で
す
。

　

派
遣
先
は
宇
城
市
不
知
火
支

所
で
、
福
島
県
か
ら
派
遣
さ
れ

た
２
人
の
社
協
職
員
と
共
に
被

災
さ
れ
て
お
困
り
の
方
々
へ
の

相
談
受
付
に
当
た
り
ま
し
た
。

　

相
談
に
訪
れ
る
方
々
は
、皆
、

長
引
く
余
震
と
避
難
生
活
と
今

後
の
生
活
再
建
に
不
安
を
抱
え

ら
れ
、
表
情
も
硬
く
疲
れ
切
っ

た
様
子
で
し
た
。

　

不
安
な
表
情
の
中
、
震
災
後

の
生
活
状
況
や
貸
付
金
の
使

途
、
そ
し
て
貸
付
に
必
要
と
な

る
事
項
を
一
通
り
お
聞
き
し
、

申
請
書
類
へ
の
記
入
を
済
ま
せ

手
続
き
は
終
了
と

な
り
ま
す
。

　

面
談
の
時
間
は

短
い
で
す
が
、
他

者
と
話
を
す
る
こ

と
で
、
心
の
モ
ヤ

モ
ヤ
が
晴
れ
る
の

か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
手
続
き
を
終

え
る
こ
ろ
に
は
、

多
少
な
り
と
も
表

情
が
明
る
く
な
っ

て
い
た
よ
う
に
も

復興支援へ福祉資金貸付業務担う

「熊本地震」で県社協職員派遣巻頭
特集

　

４
月
14
日
と
16
日
に
最
大
震
度
７
を
観
測
し
た
熊
本
県
を
中
心
と
し
た
「
熊
本
地
震
」
か
ら
２

カ
月
半
が
経
過
し
ま
し
た
。ま
だ
多
く
の
方
々
が
避
難
所
暮
ら
し
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

一
方
で
仮
設
住
宅
へ
の
入
居
が
始
ま
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
を
抱
え
な
が
ら
も
生
活
再
建
へ
の
一

歩
を
踏
み
出
し
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
方
々
を
支
援
す
る
た
め
、
新
潟
県
社
会
福
祉
協
議
会
は
生

活
支
援
課
主
査
・
勢
能
渉
を
派
遣
し
復
興
支
援
業
務
に
当
た
り
ま
し
た
。
以
下
そ
の
報
告
で
す
。

生
活
再
建
に
は
心
の
ケ
ア
が
重
要
生
活
支
援
課

主
査　

勢
能　

渉

受付受付

相談面接場所相談面接場所
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新潟日報社・新潟放送から　熊本義援金贈呈新潟日報社・新潟放送から　熊本義援金贈呈

　地震発生直後から新潟日報社と新潟放送が呼び掛
け５月 31日まで実施された、熊本地震義援金の贈呈
式が６月６日新潟ユニゾンプラザで行われました。
　贈呈式では、新潟日報
社小田社長と新潟放送竹
石社長から、読者と視聴
者などから寄せられた義
援金 1953 万 70 円の目録
を中央共同募金会の中島
常務理事へ手渡しました。
　
募金百貨店「ハッピーハートにいがたプロジェクト」第4弾始まる募金百貨店「ハッピーハートにいがたプロジェクト」第4弾始まる

　募金百貨店第４弾が始まりました。

　（株）ウオロクホー
ルディングス各店舗
で対象商品を購入す
ると 1本当たり 1円
が共同募金への寄付
になります。対象商
品はサントリーの飲料・酒類の他に「ハーゲンンダッ
ツ」のアイスが加わりました。
　販売期間は 8月 14 日まで。ご協力よろしくお願
いします。

第64回たすけあい作文コンクール　応募作文募集中第64回たすけあい作文コンクール　応募作文募集中

　県内小・中学校の児童・生徒を対象に作文の募集
をしております。募集要項は当会のホームページに
掲載しております。
　ご応募お待ちしております。
ホームページアドレス
http://www.h7.dion.ne.jp/~ni-kyobo/

感
じ
る
場
面
も
あ
り
ま
し
た
。

　

大
人
も
子
ど
も
も
、
不
安
や

辛
い
気
持
ち
を
、
ず
っ
と
抱
え

た
ま
ま
で
は
い
ら
れ
な
い
の
で

す
。
や
は
り
吐
き
出
す
場
が
必

要
な
の
で
す
。
心
の
ケ
ア
が
行

え
る
環
境
も
整
え
る
こ
と
が
必

要
で
あ
る
と
痛
感
い
た
し
ま
し

た
。

　

被
災
地
域
、
被
災
状
況
に

よ
っ
て
は
、
復
興
が
早
急
に
は

進
ま
な
い
と
は
思
わ
れ
ま
す
。

そ
れ
だ
け
に
、
こ
の
貸
付
金
が

生
活
再
建
の
一
助
と
な
る
こ
と

を
祈
り
つ
つ
、
短
期
間
の
支
援

活
動
を
終
え
帰
路
に
就
き
ま
し

た
。

　

な
お
、
６
月
17
日
現
在
の
申

込
受
付
件
数
は
、
１
１
，
７
５

６
件
と
な
っ
て
い
ま
す
。

全
社
協
は
延
べ
４
０
０
０
人
超
を
派
遣

　

社
会
福
祉
法
人
「
全
国
社
会

福
祉
協
議
会
」（
以
下
全
社
協
）

は
、
地
震
発
生
直
後
の
４
月
18

日
に
「
平
成
28
年
熊
本
地
震
福

祉
対
策
本
部
」
を
立
ち
上
げ
、

情
報
収
集
と
支
援
活
動
に
当

た
っ
て
い
ま
す
。
新
潟
県
を
は

じ
め
全
国
の
社
会
福
祉
協
議
会

に
派
遣
を
要
請
、
６
月
15
日
現

在
で
延
べ
４
，
０
３
０
人
の
社

協
職
員
が
現
地
入
り
し
業
務
を

行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

業
務
内
容
は
、
生
活
福
祉
資

金
（
緊
急
小
口
資
金
）
の
特
設

会
場
で
の
貸
付
受
付
と
市
町
村

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
運
営

の
助
言
・
補
助
お
よ
び
災
害
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
か
ら
生

活
復
興
支
援
セ
ン
タ
ー
へ
の
移

行
の
助
言
な
ど
で
す
。
生
活
福

祉
資
金
が
延
べ
７
３
０
人
、
災

害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
３
，
３
０

０
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

派
遣
箇
所
で
は
、
貸
付
受
付

が
熊
本
市
な
ど
最
大
13
カ
所
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
関
連
で
は
同
じ

く
熊
本
市
な
ど
最
大
で
11
カ
所

で
す
。
貸
付
受
付
で
は
、
１
日

当
た
り
40
人
を
超
え
る
応
援
職

員
が
業
務
に
当
た
り
ま
し
た
。

　

緊
急
小
口
資
金
は
、
住
宅
補

修
費
等
の
特
例
貸
付
に
移
行
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
関
連
は
７
月
21

日
ま
で
、
関
東
な
ど
か
ら
職
員

を
派
遣
す
る
計
画
だ
と
い
う
こ

と
で
す
。
こ
れ
に
応
え
て
、
関

東
ブ
ロ
ッ
ク
の
新
潟
県
社
会
福

祉
協
議
会
か
ら
も
職
員
を
派
遣

し
て
い
ま
す
。

　

全
社
協
で
は
、
応
援
職
員
を

派
遣
す
る
と
と
も
に
、
厚
生
労

働
大
臣
に
対
し
、
①
要
援
護
者

へ
の
適
切
な
サ
ー
ビ
ス
②
福
祉

施
設
お
よ
び
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の

事
業
継
続
・
再
開
の
た
め
の
支

援
―
な
ど
４
項
目
の
「
被
災
地

支
援
・
復
興
に
関
す
る
要
望
書
」

を
提
出
し
て
い
ま
す
。

宇城市不知火支所宇城市不知火支所

Informat ion Red Feather
赤い羽根赤い羽根 情 報赤い羽根



福祉にいがた 4

１ 

新
た
な
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
取
組

 （
１
）
県
社
協
活
動
指
針
の
推
進

　
▽
地
域
に
お
け
る
権
利
擁
護

事
業
の
推
進

　
①
総
合
企
画
部
会（
以
下「
部

会
」
と
い
う
」）
下
に
「
地
域

に
お
け
る
権
利
擁
護
事
業
の
推

進
」
小
委
員
会
を
設
置
、
５
月

か
ら
９
月
に
か
け
て
新
潟
市
で

３
回
開
催
し
ま
し
た
。

　
②
小
委
員
会
に
お
い
て
報
告

書
を
取
り
ま
と
め
部
会
に
報

告
、
部
会
と
し
て
意
見
を
取
り

ま
と
め
、
本
会
会
長
へ
意
見
具

申
を
行
い
ま
し
た
。

　
▽
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
事

業
と
地
域
づ
く
り

　
①
生
活
困
窮
者
自
立
促
進
支

援
事
業
の
実
施

　
・
４
月
１
日
～
６
月
15
日

　
・�

新
規
相
談
者
数
９
名
（
う

ち
支
援
者
３
名
）
支
援
延

べ
４
７
６
件

　
②
地
域
福
祉
ラ
ウ
ン
ド
テ
ー
ブ

ル
in
み
な
み
う
お
ぬ
ま
の
開
催

　

�

・�

12
月
５
日
（
南
魚
沼
市
）

参
加
35
名

　
▽
災
害
福
祉
広
域
支
援
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
推
進

　
①
災
害
福
祉
広
域
支
援
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
協
議
会
総
会
の
開
催

　
・
６
月
29
日
（
新
潟
市
）

　
②
災
害
福
祉
広
域
支
援
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
協
議
会
幹
事
会
開
催

　

�

・�

５
月
か
ら
３
月
に
か
け
て

５
回
開
催
（
新
潟
市
）

　
▽
福
祉
職
員
研
修
受
講
支
援

事
業
の
推
進

　
①
部
会
下
に
「
福
祉
職
員
研

修
受
講
支
援
事
業
」
小
委
員
会

を
設
置
・
開
催

　

�

・�

９
月
か
ら
３
月
に
か
け
て

２
回
開
催
（
新
潟
市
）

（
２
）
地
域
福
祉
に
お
け
る
権

利
擁
護
の
推
進

　
▽
日
常
生
活
自
立
支
援
事
業

　
①
関
係
機
関
連
絡
会
議
開
催

　
・�
１
月
か
ら
２
月
に
か
け
て

３
会
場
で
開
催
（
新
発
田

市
、
上
越
市
、
佐
渡
市
）

参
加
64
名

　
②
市
町
村
社
協
事
業
担
当
者

研
修
会
の
開
催

　
・�

11
月
か
ら
12
月
に
か
け
て

５
会
場
で
開
催（
長
岡
市
、

魚
沼
市
、
佐
渡
市
、
上
越

市
、
新
潟
市
）
参
加
43
名

　
▽
成
年
後
見
制
度
普
及
促
進

事
業

　
①
成
年
後
見
制
度
市
町
村
長

申
立
推
進
研
修
会
の
開
催

　
・�

10
月
に
新
潟
市
、
長
岡
市
、

上
越
市
を
会
場
と
し
て
開
催

参
加
２
５
９
名

　
②
成
年
後
見
制
度
法
人
後
見

推
進
研
修
会
の
開
催
（
法
人
後

見
専
門
員
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
研
修

会
と
一
体
的
開
催
）

　
・�

２
月
か
ら
３
月
の
３
日
間

開
催
（
新
潟
市
）�

参
加
延

べ
３
０
６
名

　
③
成
年
後
見
制
度
推
進
連
絡

会
議
の
開
催

　
・�

11
月
か
ら
１
月
に
か
け
て

６
会
場
で
開
催
（
南
魚
沼

市
、
上
越
市
、
長
岡
市
、
三

条
市
、新
発
田
市
、新
潟
市
）

出
席
１
５
６
名

（
３
）
地
域
で
支
え
合
う
仕
組
み

の
構
築

　
▽
居
場
所
ネ
ッ
ト
創
出
事
業

　

①
住
民
参
加
型
在
宅
福
祉

サ
ー
ビ
ス
事
例
検
討
会
の
開
催

　
・�

９
月
29
日
（
新
潟
市
）

参
加
11
名

　
②
住
民
参
加
型
在
宅
サ
ー
ビ

ス
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催

　
・�

２
月
23
日
（
新
潟
市
）

参
加
30
名

　
③
ふ
く
し
で
村
づ
く
り
フ
ォ
ー

ラ
ム
in
せ
き
か
わ
の
開
催

　
・�

10
月
31
日
（
関
川
村
）

参
加
２
９
３
名

　
④
共
生
の
ま
ち
づ
く
り
フ
ォ
ー

ラ
ム
in
た
い
な
い
の
開
催

　
・�

11
月
30
日
（
胎
内
市
）

参
加
１
４
０
名

　

⑤
イ
ン
ク
ル
ー
ジ
ョ
ン

フ
ォ
ー
ラ
ム
in
あ
が
の
の
開
催

　
・�

２
月
27
日
（
阿
賀
野
市
）

参
加
60
名

　
新
潟
県
社
会
福
祉
協
議
会

　
平
成
27
年
度
事
業
報
告
・
概
要
　

インクルージョンフォーラム in あがの

平成27年度成年後見制度推進連絡会議

総合企画部会意見具申
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（
４
）
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
普

及
・
啓
発

　

▽
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
推
進

フ
ォ
ー
ラ
ム
開
催
事
業

　
・�

３
月
11
日
（
佐
渡
市
）

参
加
50
名

（
５
）
福
祉
人
材
の
確
保
等

　

▽
動
画
配
信
に
よ
る
福
祉
人
材

確
保
等
の
た
め
の
広
報
・
啓
発
事
業

　
・�

動
画
「
Ｈ
ｅ
ａ
ｒ
ｔ�

ｔ
ｏ�

Ｈ
ｅ
ａ
ｒ
ｔ
～
つ
な
が
る

気
持
ち
、
受
け
継
ぐ
心
～
」

の
作
成
・
放
映

　
①
テ
レ
ビ
新
潟
に
て
放
映

　
・�

12
月
12�

日
（
土
）
９

：

25
～
９

：

30

　
②
動
画
サ
イ
ト
に
投
稿

　
③
県
社
協
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
示

　
④
ア
オ
ー
レ
長
岡
の
オ
ー
ロ

ラ
ビ
ジ
ョ
ン
及
び
街
中
大
型
ビ

ジ
ョ
ン
に
て
放
映

　
▽
福
祉
職
員
研
修
受
講
支
援
事
業

　
①
研
修
情
報
提
供
事
業

　
本
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
６
福
祉

団
体
主
催
研
修
を
一
体
的
に
掲
載

し
、
職
員
が
専
門
分
野
、
キ
ャ
リ

ア
に
応
じ
た
研
修
を
受
講
で
き
る

よ
う
情
報
提
供
を
行
い
ま
し
た
。

　
②
研
修
履
歴
管
理
シ
ス
テ
ム

活
用
事
業

　
本
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
に
職

員
の
キ
ャ
リ
ア
パ
ス
等
を
支
援

す
る
た
め
の
研
修
受
講
履
歴
管

理
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
ま
し
た
。

　
③
福
祉
職
員
の
た
め
の
出
前

研
修
事
業

　
人
的
余
裕
が
な
く
外
部
研
修

へ
の
派
遣
が
難
し
い
事
業
所
に

対
し
て
出
前
研
修
を
２
事
業
所

で
実
施
し
ま
し
た
。

（
６
）
社
会
福
祉
協
議
会
役
員
の

視
察
研
修

　

▽
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
視

察
研
修

　
・�

９
月
10
～
11
日
（
燕
市
、

新
潟
市
）　　
　
参
加
47
名

（
７
）
２
０
１
６
年
第
６
回
ス
ペ
シ
ャ
ル

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ス
日
本
冬
季
ナ
シ
ョ
ナ
ル

ゲ
ー
ム
・
新
潟
大
会
の
開
催
支
援
・
協
力

　
・�

２
月
12
～
14
日
（
新
潟
市
、

南
魚
沼
市
）
参
加
６
１
０
名

（
８
）
福
島
県
避
難
者
支
援
事
業

　
避
難
者
の
生
活
再
建
を
支
援

す
る
た
め
「
福
島
県
復
興
支
援

員
」
を
配
置
し
、
避
難
者
宅
へ

の
戸
別
訪
問
を
行
い
、
相
談
支

援
に
当
た
り
ま
し
た
。

　
・�

平
成
27
年
７
月
１
日
～
平

成
28
年
3
月
31
日

　
・�

訪
問
世
帯
数　
２
４
０
世

帯
、
延
べ
訪
問
２
６
８
回

２ 

社
協
活
動
啓
発
・
広
報
活
動
の
強
化
に
向
け
た
取
組

（
１
）
福
祉
に
関
す
る
県
民
の
理

解
や
関
心
の
向
上

　
▽
第
65
回
新
潟
県
民
福
祉
大

会
の
開
催

　
・
10
月
27
～
28
日
（
新
潟
市
）

　
▽
福
祉
・
介
護
・
健
康
フ
ェ

ア
２
０
１
５
の
開
催

　
・�

11
月
15
日
（
新
潟
市
）　

来
場
１
５
，
０
０
０
名

（
２
）
情
報
発
信
・
広
報
活
動
の
充
実

　
▽
福
祉
団
体
と
マ
ス
コ
ミ
と

の
懇
談
会
の
開
催

　
・�

第
１
回　

７
月
21
日
（
新

潟
市
）
参
加
27
名
（
マ
ス
コ県民福祉大会

ミ
４
社・福
祉
団
体
14
団
体
）

　
・�

第
２
回　

10
月
29
日
（
新

潟
市
）
参
加
21
名
（
マ
ス
コ

ミ
４
社・福
祉
団
体
10
団
体
）

　
▽�

広
報
研
修
会
の
開
催

　
・�

７
月
10
日
（
新
潟
市
）

参
加
28
名

３ 

他
団
体
と
の
協
力
・
連
携
促
進
に
向
け
た
取
組

（
１
）福
祉
関
係
団
体
と
の
連
携・

協
働
を
基
盤
と
し
た
政
策
提
言

　
▽
予
算
要
望
活
動
の
実
施

　
・
12
月
15
日　
13
団
体
参
加

（
２
）
大
規
模
災
害
に
備
え
た
福
祉

広
域
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築

　
県
内
13
団
体
が
横
断
的
に
連

携
し
た
新
潟
県
災
害
福
祉
広
域

支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
協
議
会
は
、

災
害
に
備
え
た
福
祉
支
援
体
制

の
構
築
に
向
け
活
動
し
ま
し
た
。

　
▽
災
害
福
祉
広
域
支
援
セ
ミ

ナ
ー
の
開
催

　
・
１
月
25
日
（
新
潟
市
）

　
▽
地
域
懇
談
会
の
開
催

　
・
２
月
12
日
（
田
上
町
）

　
▽
防
災
訓
練
の
参
加
・
協
力　

福祉・介護・健康フェア2015

知事への政策提言・要望

市町村地域懇談会 (田上町 )
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・
６
月
14
日
（
見
附
市
）

　
・
11
月
7
日
（
新
潟
市
）

　

▽
構
成
団
体
内
の
支
援
体
制

づ
く
り
と
し
て
、
支
援
マ
ニ
ュ

ア
ル
作
成
と
連
絡
体
制
整
備
に

努
め
ま
し
た
。

４　
県
社
協
組
織
の
総
合
力
発
揮
に
向
け
た
取
組

（
１
）
県
社
協
職
員
研
修
の
充
実

　
▽
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
研
修

　
①
新
潟
国
際
情
報
大
学
オ
ー

プ
ン
カ
レ
ッ
ジ　

　
・
８
講
座
に
延
べ
８
名
参
加

　
②
新
潟
県
女
性
財
団
人
材
育

成
セ
ミ
ナ
ー　
　

　
・
１
講
座
に
１
名
参
加

　
▽
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
研
修

　
・�

第
１
回　
11
月
24
日
（
新

潟
市
）�　
　
　
参
加
41
名

　
・�

第
２
回　
３
月
28
日
（
新

潟
市
）　　
　

�

参
加
42
名

　
▽
実
践
研
修

　
①
新
任
職
員
実
地
踏
査
研
修

　
・�

10
月
20
日　
社
会
福
祉
法
人

吉
田
福
祉
会�

参
加
３
名

　
・�

10
月
30
日　
障
害
者
就
労

支
援
事
業
所
あ
ど
ば
ん
す

参
加
３
名

　
・�

10
月
30
日　

就
労
セ
ン

タ
ー
白
山
浦　
参
加
２
名

　
②
視
察
研
修

　
・�

８
月
１
～
２
日　
Ｆ
Ｕ
Ｋ

Ｕ
Ｓ
Ｈ
Ｉ
ビ
ッ
グ
バ
ン
！

　
参
加
２
名

　
・�

９
月
４
日　
足
立
区
社
会

福
祉
協
議
会　
参
加
２
名　
　
　

　
③
災
害
支
援
関
係
研
修

　
・�
初
級
コ
ー
ス　
１
月
20
～

21
日　
　
　
　
参
加
３
名

　
・�

中
級
コ
ー
ス　
２
月
17
～

18
日　
　
　
　
参
加
１
名

　
▽
社
会
貢
献
実
践
研
修

　
・�

３
月
７
日　
献
血
活
動

参
加
14
名

（
１
）に
い
が
た
ね
ん
り
ん
ピ
ッ

ク
及
び
全
国
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク

事
業
の
見
直
し

　
①
に
い
が
た
ね
ん
り
ん
ピ
ッ

ク�

―�

競
技
団
体
に
よ
る
主
体

的
な
運
営

　
②
全
国
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
事

業�

―�

派
遣
業
務
の
一
部
外
部

委
託

（
２
）
新
潟
県
高
齢
者
大
学
の

実
践
講
座
の
充
実

　
実
践
講
座
に
お
い
て
、
受
講

者
の
関
心
の
高
い
テ
ー
マ
を
設

定
の
上
、
開
講
し
ま
し
た
。

　
・�

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験
コ
ー

ス
（
傾
聴
）　�

修
了
20
名

　
・�
暮
ら
し
と
環
境
コ
ー
ス（
食

育
）　　
　
　

�

修
了
22
名

　
・�

地
域
活
動
体
験
コ
ー
ス（
地

域
の
茶
の
間
）　
修
了
21
名

　
・�

地
域
再
発
見
コ
ー
ス
（
ま

ち
歩
き
）　　

�
修
了
73
名

（
３
）
福
祉
の
店
パ
レ
ッ
ト
の

売
上
促
進

　
・
目
標　
１
６
，
０
０
０
千
円

　
・�

実
績　
１
２
，
３
２
８
千
円

（
対
前
年
比
１
０
２・４
％
）

（
１
）
地
域
貢
献
活
動
を
応
援

す
る
企
業
・
団
体
等

▽
賛
助
会
員
の
拡
大

　
平
成
28
年
３
月
31
日
現
在
53

団
体
･
企
業

（
２
）
広
告
収
入
の
拡
充

　
▽
福
祉
に
い
が
た
等
の
機
関

紙
へ
の
積
極
的
な
広
告
掲
載

　
・
掲
載
企
業�

３
社

　
▽
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
バ
ナ
ー
広

告
の
出
稿
促
進

　
平
成
28
年
３
月
31
日
現
在
10

企
業
・
団
体

　
▽
県
社
協
封
筒
へ
の
広
告
掲

載　
掲
載
企
業　
４
社

（
３
）
ユ
ニ
ゾ
ン
プ
ラ
ザ
の
管

理
運
営

　
▽
賃
貸
収
入
増
収
に
向
け
た

取
組
み

　
・�

新
し
い
予
約
シ
ス
テ
ム
に

よ
る
お
客
様
専
用
ペ
ー
ジ

の
開
設

　
・�

会
館
の
環
境
美
化
及
び
貸

室
の
環
境
整
備

マネジメント研修

封筒への広告掲載

（
４
）
社
会
福
祉
従
事
者
研
修
事

業
に
お
け
る
自
主
研
修
の
拡
充

　
①
看
取
り
ケ
ア
研
修
の
開
催

　
・�

12
月
８
日
（
新
潟
市
）

　
受
講
１
１
８
名

　
②
口
腔
ケ
ア
研
修
の
開
催

　
・
12
月
２
日
（
新
潟
市
）

　
受
講
１
１
３
名

　
③
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ア
ッ
プ

５　
事
業
評
価
等
に
よ
る
取
組

研
修
の
開
催

　
・
11
月
11
日
（
新
潟
市
）

　
受
講
１
７
２
名福祉の店パレット周年祭

６　
自
主
財
源
の
確
保
に
向
け
た
取
組
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資産・負債の内訳 金　額
資産の部
　流動資産
　　現金	 福祉の店店頭釣銭 80,000
　　預金	 普通預金30口（うち 7口積立資産と同口）、定期預金7口 1,397,111,441
　　有価証券	 債券21口 2,228,033,000
　　事業未収金 62,216,345
　　未収金 1,048,032
　　未収受託金 3,484,546
　　未収収益 8,365,261
　　立替金 81,430
　　仮払金 0
　流動資産計 3,700,420,055
　固定資産
　　基本財産
　　　基本財産 /土地　　　　　　新潟市中央区東中通一番町86番地 104　所有面積：571.84㎡（新潟県共同募金会と共有） 29,250,000
　　　基本財産 /建物　　　　　　鉄筋コンクリート造り陸屋根地下1階付 3階建　所有面積：1,090.07㎡（新潟県共同募金会と共有） 7,403,825
　　　基本財産 /普通預金　　　　普通預金1口（預金と同口） 133,740
　　　基本財産 /投資有価証券　　債券3口 204,866,260
　基本財産計 241,653,825
　　その他の固定資産
　　　建物 1
　　　車輌運搬具 1,583,149
　　　器具及び備品 4,959,689
　　　ソフトウエア 4,542,397
　　　無形リース資産 27,210,701
　　　介護福祉士等修学資金貸付金 879,378,356
　　　生活困窮者緊急一時貸付金 100,000
　　　全社協退職手当積立基金預け金 115,845,030
　　　退職給付引当資産	 本会職員分の県民間退職積立基金事業主拠出累計額 5,887,500
　　　県民たすけあい基金積立資産	 普通預金1口（預金と同口）、債券8口 1,110,003,213
　　　社会福祉基金積立資産	 普通預金1口（預金と同口）、定期預金1口、債券 6口 542,160,280
　　　長寿社会振興基金積立資産	 普通預金1口（預金と同口）、債券4口 343,125,188
　　　県民間退職積立基金積立資産	 年金信託1口 7,824,696,713
　　　財政調整積立金積立資産	 普通預金1口（預金と同口）、債券2口 111,421,641
　　　運営費等積立金積立資産	 普通預金1口（預金と同口）、債券1口 70,488,571
　　　災害救援活動積立金積立資産	 普通預金1口（預金と同口） 30,243,201
　　　高齢者社会活動振興積立金積立資産	 普通預金1口（預金と同口） 3,537,858
　　　福祉の店積立金積立資産	 普通預金1口（預金と同口） 4,025,051
　　　介護福祉士等修学資金貸付事業資金積立金積立資産	 普通預金1口（預金と同口） 108,212,976
　　　生活困窮者緊急一時貸付事業資金積立金積立資産）	 普通預金1口（預金と同口） 10,000
　　　長期前払費用	 新潟ユニゾンプラザ管理運営事業に係る新潟県への寄付物品（器具及び備品） 4,671,552
　　　貸付金	 生活福祉資金、臨時特例つなぎ資金の貸付金に係る健全債権 938,413,383
　　　長期滞留債権　生活福祉資金、臨時特例つなぎ資金の貸付金に係る徴収不能のおそれのある債権及び徴収不能の可能性が極めて高い債権 1,127,271,851
　　　欠損補填積立特定預金	 普通預金1口（預金と同口） 492,456,568
　　　徴収不能引当金	 生活福祉資金、臨時特例つなぎ資金の貸付債権に対する（貸倒損失に備える）引当額 ▲	211,781,710
　　その他の固定資産計 13,538,463,159
　固定資産計 13,780,116,984
資産合計 17,480,537,039

負債の部
　流動負債
　　事業未払金 82,268,423
　　その他の未払金 2,396,348
　　1年以内返済予定リース債務 5,949,978
　　事業預り金 1,768,581
　　職員預り金 199,417
　　その他の預り金 4,577,763
　　預り金 8,769,365
　　前受金 26,708,410
　　賞与引当金	 平成28年 6月賞与支給額に対する期末引当額 11,676,082
　流動負債計 144,314,367
　固定負債
　　リース債務 21,370,362
　　退職給付引当金	 本会職員分の退職金期末引当額（全社協退職手当積立基金、県民間退職積立基金） 161,029,336
　固定負債計 182,399,698
負債合計 326,714,065

差引純資産 17,153,822,974

（単位：円）
（平成 28年 3月 31日現在）

財　産　目　録
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平
成
27
年
度
新
潟
県
福
祉

サ
ー
ビ
ス
運
営
適
正
化
委
員
会

に
寄
せ
ら
れ
た
福
祉
サ
ー
ビ
ス

に
関
す
る
苦
情
相
談
等
の
内
容

が
ま
と
ま
り
ま
し
た
。

　

福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
苦

情
相
談
等
は
、
ま
ず
は
各
サ
ー

ビ
ス
提
供
事
業
所
に
お
い
て
当

事
者
間
で
の
解
決
を
図
る
こ
と

と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
解
決
が

困
難
な
場
合
や
、
直
接
、
事
業

者
に
苦
情
を
申
し
出
に
く
い
場

合
な
ど
に
、
利
用
者
等
が
当
適

正
化
委
員
会
に
苦
情
相
談
等
を

申
し
出
し
て
解
決
等
を
図
っ
た

も
の
で
す
。

　
「
苦
情
相
談
」
の
申
出
件
数

全
体
を
見
ま
す
と
、
27
年
度
は

65
件
で
、
25
年
度
の
72
件
、
26

年
度
の
69
件
と
比
べ
て
若
干
減

少
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
65
件
を
高
齢
者
、
障
害

者
お
よ
び
児
童
の
分
野
で
分
け

て
見
ま
す
と
、「
高
齢
者
」
21
件
、

「
障
害
者
」39
件
、「
児
童
」４
件
、

「
そ
の
他
」
１
件
と
な
り
ま
す
。

　

分
野
別
を
前
年
度
と
比
較
し

て
見
ま
す
と
、「
高
齢
者
」
は

３
件
減
少
、「
障
害
者
」
14
件

増
加
、「
児
童
」
1
件
減
少
、「
そ

の
他
」
14
件
減
少
で
し
た
。
全

体
的
に
は
各
分
野
で
減
少
し
て

い
ま
す
が
、「
障
害
者
」
分
野

だ
け
は
著
し
く
増
加
し
て
、
全

体
の
60
％
を
占
め
ま
し
た
。

　

苦
情
内
容
別
で
は
、「
職
員

の
接
遇
に
対
す
る
も
の
」（
40
％
）

が
依
然
多
く
、
次
に
「
サ
ー
ビ

ス
の
質
・
量
」
に
関
す
る
も
の

が
多
く
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
ら

に
適
切
に
対
応
し
て
い
く
た
め

に
は
職
員
一
人
ひ
と
り
が
注
意

す
る
こ
と
は
も
と
よ
り
、
職
場

研
修
を
重
ね
て
い
く
こ
と
な

ど
、
組
織
的
な
対
応
を
図
っ
て

い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

平
成
28
年
度
も
、
利
用
者
か

ら
の
苦
情
を
第
一
線
で
受
け
止

め
る
た
め
に
必
要
な
知
識
・
技

術
・
実
践
力
を
強
化
し
、
適
切

に
対
応
す
る
た
め
の
研
修
会
や

各
事
業
所
の
苦
情
解
決
責
任
者

に
求
め
ら
れ
る
役
割
に
つ
い

て
、
研
さ
ん
を
深
め
、
組
織
と

し
て
の
苦
情
解
決
の
取
組
の
強

化
を
目
指
す
研
修
会
を
そ
れ
ぞ

れ
開
催
し
ま
す
。

苦
情
解
決
責
任
者
研
修
会

本
年
度
は
10
月
に
２
日
間

　

な
お
、
本
年
度
の
苦
情
解
決

責
任
者
研
修
会
は
、
10
月
25
日

お
よ
び
26
日
に
ユ
ニ
ゾ
ン
プ
ラ

ザ
で
開
催
予
定
で
す
。

　

平
成
27
年
度
に
定
員
を
大
幅

に
超
え
る
申
し
込
み
が
あ
り
ま

し
た
の
で
、
本
年
度
は
研
修
会

を
2
日
間
に
分
け
て
、
２
倍
の

定
員
で
開
催
い
た
し
ま
す
。
ぜ

ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

運
営
適
正
化
委
員
会
平
成

運
営
適
正
化
委
員
会
平
成
2727
年
度
「
苦
情
相
談
」

年
度
「
苦
情
相
談
」

「
障
害
者
」
分
野
が
急
増
、
全
体
の
６
割

「
障
害
者
」
分
野
が
急
増
、
全
体
の
６
割

年度別苦情相談件数

27年度

69件

72件

70件

26年度

25年度

24年度

65件

分野別苦情相談件数
その他 1件
2％

高齢者 21件
32％

障害者 39件
60％

児童 4件
6％

苦情内容別件数

職員接遇 26件
40％

利用料 2％

説明･情報提供
 4件 6％

被害･損害
 3％

権利侵害
 10件 15％

サービスの質･量
11件 17％

その他
17％
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う
ま
い
カ
レ
ー
パ
ン
、
天
ぷ
ら
付
き
出
張
そ
ば
も
好
評

　
お
薦
め
の
カ
レ
ー
パ
ン
や
テ

リ
ヤ
キ
ピ
ザ
、
ク
ッ
キ
ー
生
地

の
メ
ロ
ン
パ
ン
か
ら
シ
ナ
モ
ン

ロ
ー
ル
な
ど
豊
富
な
品
ぞ
ろ
え

の
手
作
り
パ
ン
と
手
打
ち
そ
ば

を
製
造
・
販
売
す
る
。

　
パ
ン
は
北
海
道
産
の
小
麦
を

使
い
、
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
に
配

慮
し
卵
と
牛
乳
を
使
わ
な
い
。

添
加
物
も
な
し
。
小
麦
な
ど
の

値
上
が
り
に
も
、
１
０
０
円
の

価
格
で
頑
張
っ
て
い
る
。
生
地

作
り
も
機
械
に
頼
ら
ず
手
作
業

だ
。
も
ち
っ
と
し
た
食
感
と
自

家
製
カ
レ
ー
な
ど
手
作
り
具
材

が
「
う
ま
い
」
と
感
じ
さ
せ
る
。

作
り
た
て
を
食
べ
て
ほ
し
い
か

ら
と
、
朝
作
っ
た
も
の
は
、
そ

の
日
の
う
ち

に
売
り
切
る
。

　

焼
き
菓
子

も
、カ
ボ
チ
ャ

の
マ
ド
レ
ー

ヌ
を
は
じ
め
、

ク
ッ
キ
ー
と

チ
ー
ズ
ケ
ー

キ
、
ア
ッ
プ

ル
パ
イ
と
い

ろ
い
ろ
楽
し
め
る
。
さ
ら
に
無

添
加
の
「
豆
み
そ
」
は
逸
品
。

適
度
の
み
そ
味
と
か
つ
お
節
風

味
が
ビ
ー
ル
の
お
供
に
ぴ
っ
た

り
だ
。

　
そ
ば
は
、
佐
渡
産
の
ソ
バ
の

実
を
利
用
者
が
毎
日
石
臼
で
ひ

い
て
い
る
。
パ
ン
の
調
理
場
と

は
き
ち
ん
と
分
離
し
て
い
る
。

販
売
だ
け
で
は
な
く
、
出
前
も

し
て
く
れ
る
か
ら
う
れ
し
い
。

「
出
張
そ
ば
」
サ
ー
ビ
ス
は
、
そ

の
場
で
揚
げ
る
「
天
ぷ
ら
付
き

ざ
る
そ
ば
」
が
１
人
前
６
０
０

円
。
10
人
ほ
ど
そ
ろ
え
ば
、
用

具
持
参
で
来
て
く
れ
る
。
だ
し

汁
に
も
こ
だ
わ
っ
た
、
香
り
豊

か
な
「
そ
ば
」
を
楽
し
ん
で
み

て
は
い
か
が
だ
ろ
う
。

　
パ
ン
は
新
潟
市
西
区
社
会
福

祉
協
議
会
で
も
購
入
で
き
る
。

福祉の店

味わい散歩

地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
　
ほ
っ
と
ス
ペ
ー
ス

特
定
非
営
利
活
動
法
人　

ア
ク
セ
シ
ブ
ル
に
い
が
た

（
新
潟
市
西
区
坂
井
９
８
６
ー
２
）

◇
８
時
30
分
～
14
時
30
分

◇
土
・
日
・
祝
日
休
み

◇
☎
０
２
５
（
２
０
１
）
６
０
６
１

■�出生率1.46に上昇　
　出生数�過去２番目の低水準
　厚生労働省が５月23日発表した
2015年の人口動態統計によると、
１人の女性が生涯に産む子どもの
数を推計した合計特殊出生率は
1.46となり２年ぶりに上昇した。
1994年の1.50以来の高さだった。
経済環境の好転や30代～40代前半
などの出産が増えたことが背景
だ。出生数も５年ぶりに増加した
が、水準は過去２番目に低く、少
子化には歯止めがかかっていな
い。新潟県は前年より0.04ポイン
ト高い1.47で全国平均を0.01ポイ
ント上回った。

■�介護保険料滞納で差し押さえ　
高齢者１万人

　介護保険料を長期にわたって滞

納し、市町村から資産の差し押さ
え処分を受けた65歳以上の高齢者
が、2014年度に初めて１万人を超
えたことが厚生労働省の調査で分
かった。65歳以上の保険料は介護
保険制度が始まった2000年度から
1.7倍になっており、負担できない
高齢者が増えていることが背景に
あるとみられる。
　65歳以上の介護保険料は３年ご
とに改定されている。2000年は全
国平均で月2911円だったが、15年
度からは月5514円となっており、
団塊の世代がすべて75歳以上にな
る2025年度には8000円程度になる
と見込まれている。

■�無届けホーム１万5000人入居
　2015年度
　入居者に介護や食事などのサービ

スを提供していながら自治体に届け
出ていない「無届け有料老人ホー
ム」に昨年度、全国で少なくとも約
１万５千人が入居していたことが31
日までに、共同通信の自治体への調
査で分かった。無届けホームについ
て、人数が明らかになるのは初め
て。調査は４月、有料老人ホームの
届け出先の都道府県、政令指定都
市、中核市112自治体に実施。全てか
ら回答を得た。
　国が定めた基準を満たせない代わ
りに、安い利用料で低所得や身寄り
のない高齢者を受け入れている例が
多い。届け出は法律で義務付けられ
ており、無届けだと行政の指導・監
督が行き届かず、入居者が劣悪な環
境に置かれたり、貧困ビジネスなど
不正の温床になったりする恐れもあ
る。

福祉NEWS 2016年５月11日～６月10日

新潟大学前駅

ほっとスペースほっとスペース
★

●
セブン

イレブン

ささがわ
腎泌尿器科

●

清水フードセンター●

●坂井神社

●●
神
保
内
科
医
院

●
整
体

佐藤企画
●

JR越後線

ENEOS

←至内野

至青山→

新通
小学校
●

道場山バス停道場山バス停

旧116号線旧116号線

大堀幹線大堀幹線
坂井村上下バス停坂井村上下バス停
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特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
こ
ぶ

し
園
は
昭
和
57
年
に
入
所
定
員

１
０
０
名
で
開
設
し
、
入
所
部

門
だ
け
で
な
く
、
住
み
慣
れ
た

自
宅
や
地
域
で
、
そ
の
人
ら
し

い
暮
ら
し
を
支
え
る
た
め
に
在

宅
サ
ー
ビ
ス
も
強
化
し
て
き
ま

し
た
。
平
成
14
年
に
は
複
数
の

機
能
を
併
せ
持
つ
小
規
模
施
設

と
し
て
、
長
岡
市
三
和
地
区
に

「
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
三
和
」

を
初
め
て
整
備
し
ま
し
た
。
ま

た
、
郊
外
の
大
規
模
施
設
か
ら

住
み
慣
れ
た
地
域
で
生
活
を
送

る
た
め
に
、
平
成
18
年
特
区
申

請
で
サ
テ
ラ
イ
ト
型
特
養
を
整

備
し
、
こ
ぶ
し
園
か
ら
15
名
の

入
所
者
が
移
動
し
特
養
の
地
域

分
散
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

そ
の
後
地
域
密
着
型
特
養
を
３

カ
所
、
広
域
型
特
養
を
移
転
増

床
し
、
郊
外
の
特
養
か
ら
の
地

域
分
散
が
終
了
し
ま
し
た
。

　
現
在
は
長
岡
市
内
の
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
18
カ
所
に
お
い

て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
介
護

保
険
事
業
を
展
開
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
の

提
供
だ
け
で
な
く
、
地
域
住
民

が
介
護
や
認
知
症
に
対
す
る
理

解
を
深
め
る
活
動
に
も
力
を
入

れ
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
活
動
は
「
ま
ち
の

ね
」
と
称
し
、
街
に
根
が
広
が

る
よ
う
に
福
祉
の
理
解
が
深
ま

り
、
人
に
や
さ
し
い
街
づ
く
り

を
し
た
い
と
い
う
思
い
が
込
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
以
前
か
ら
介

護
教
室
や
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー

養
成
講
座
へ
の
講
師
派
遣
等
、

地
域
の
啓
発
活
動
に
取
り
組
ん

で
き
ま
し
た
が
、「
ま
ち
の
ね
」

と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
た
の
は
、

平
成
25
年
12
月
の
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー
上
除
か
ら
で
す
。
認
知

症
の
人
や
家
族
、
周
辺
に
お
住

い
の
人
が
参
加
し
、
専
門
職
の

講
座
や
参
加
者
同
士
の
交
流
を

深
め
て
い
ま
す
。
平
成
27
年
５

月
か
ら
は
長
岡
市
が
市
内
４
カ

所
で
実
施
し
て
い
る
オ
レ
ン
ジ

カ
フ
ェ
の
ひ
と
つ
と
し
て
、「
ま

ち
の
ね
オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
上

除
」と
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

同
セ
ン
タ
ー
で
は
近
隣
の
郵
便

局
の
職
員
か
ら
も
参
加
し
て
も

ら
い
、
認
知
症
の
人
へ
の
対
応

の
仕
方
を
理
解
し
て
も
ら
い
ま

し
た
。
地
域
で
認
知
症
の
人
を

支
え
る
た
め
、
文
字
通
り
街
に

根
づ
い
た
活
動
を
し
て
い
ま

す
。

　
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
上
除
の

他
で
は
、
喜
多
町
・
三
和
・
永

田
・
摂
田
屋
・
川
崎
・
美
沢
の

各
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
で
「
ま

ち
の
ね
」を
実
施
し
て
い
ま
す
。

平
成
27
年
度
は
認
知
症
や
介
護

保
険
制
度
、
看
取
り
等
を
テ
ー

マ
に
し
た
講
義
や
高
齢
者
向
け

の
料
理
教
室
を
実
施
し
ま
し

た
。
講
義
だ
け
で
な
く
、
例
え

ば
喜
多
町
で
は
認
知
症
の
人
の

事
故
防
止
に
つ
い
て
、
座
談
会

形
式
で
参
加
者
と
意
見
交
換
を

し
ま
し
た
。
誰
も
が
暮
ら
し
や

す
い
街
づ
く
り
に
貢
献
で
き
る

よ
う
に
、
こ
れ
か
ら
も
「
ま
ち

の
ね
」
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　
ご
興
味
の
あ
る
方
は
是
非
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
に
お
立
ち
寄

り
く
だ
さ
い
。

こ
ぶ
し
園
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w

w
.kobushien.

com
/

（
本
部
事
務
局
経
営
企
画
部
長

　
竹
之
内
隆
明
）

その４

社
福
法
人
の
公
益
活
動

新
潟
県
社
会
福
祉
法
人
経
営
者
協
議
会
青
年
部
会
報
告

本部所在地
長岡市深沢町字高寺2278ー8
電　話　0258―46―6053
ＦＡＸ　0258―46―6402
http://
www.nagaokafukusi.com

◇法人情報◇

地
域
啓
発
活
動「
ま
ち
の
ね
」か
ら
人
に
や
さ
し
い
街
づ
く
り
へ

社
会
福
祉
法
人
長
岡
福
祉
協
会
　
高
齢
者
総
合
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
こ
ぶ
し
園

喜多町での様子

上除での様子
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４
月
１
日
、
長
岡
市
社
会
福

祉
セ
ン
タ
ー
内
に
開
設
さ
れ
た

「
長
岡
支
所
」
は
開
所
か
ら
３

カ
月
が
た
ち
ま
し
た
。
主
に
中

越
地
域
お
よ
び
上
越
地
域
に
お

け
る
福
祉
人
材
確
保
を
目
指
し

て
お
り
、
約
30
人
の
方
が
相
談

に
訪
れ
て
い
ま
す
。

　
内
訳
は
４
月
が
11
人
、
５
月

は
９
人
、
６
月
も
10
人
ほ
ど
の

方
が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。 

相
談
者
の
大
多
数
は
求
職
者

で
、
20
人
余
り
の
方
が
求
職
登

録
を
し
ま
し
た
。　

　

深
刻
な
福
祉
人
材
不
足
を
少

し
で
も
改
善
す
る
た
め
、
多
く

の
相
談
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　
な
お
、相
談
は
予
約
制
で
す
。

前
日
15
時
（
月
曜
相
談
の
場
合

は
前
週
金
曜
）
ま
で
に
新
潟
県

福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー
（
電
話　

０
２
５
―

２
８
１
―

５
５
２
３
）

に
お
電
話
く
だ
さ
い
。

県
福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー
長
岡
支
所

開
所
３
カ
月
、

相
談
は
約
30
件

今年も「福祉のしごとミニ面談会」「福祉の就職総合フェア 2016」開催
　福祉職場へ就職希望の方、福祉のお仕事に興味や関心のある方を対象に、福祉の職場や仕事内容につい
て理解を深め、就職の支援を行うため開催します。参加は無料で予約も不要です。

「福祉の就職総合フェア 2016」
●期日：平成 28 年８月 10 日（水）
●会場・時間：「新潟ユニゾンプラザ」新潟市中央区上所２- ２- ２
　《第１部：就職支援セミナー》「２階 多目的ホール」10:00 ～ 11:40
　《第２部：事業所説明コーナー》「４階 大研修室・大会議室」12:50 ～ 15:20
●参加対象：学生全学年（高校生以外）
●内容：① 事業所説明コーナー（法人・事業所等による事業概要等の説明）60 カ所予定
　　　　②職業相談コーナー（就職状況等に関する相談）
　　　　③資格等相談コーナー（仕事の内容・資格取得に関する相談）
　　　　④ 福祉関係研修相談コーナー（就職に必要な研修内容、受講出来る団体等の説明）

【問い合わせ先】：新潟県社会福祉協議会　新潟県福祉人材センター
　　　　　　　　　　　新潟市中央区上所２- ２- ２　新潟ユニゾンプラザ ３階
　　　　　　　　　　　TEL025-281-5523　　FAX025-282-0524

昨年の様子

平成28年６月15日
東北サファリーパーク

100,000円

平成28年５月18日
全富士通労働組合連合会
信越地域懇話会

39,000円

寄付　誠にありがとうございました （敬称略）

平成28年６月10日　　　新潟県信用金庫協会　　　187,000円

【
長
岡
支
所
の
概
要
】

・
所
在
地　
長
岡
市
水
道
町
３

―
５
―
30　
長
岡
市
社
会
福
祉
セ

ン
タ
ー
２
階

・
相
談
日　
毎
週
月
曜
～
木
曜

（
祝
日
を
除
く
）
10
時
～
15
時

「福祉のしごとミニ面談会」
●期日：平成 28年８月６日（土）
●会場・時間：���「ハイブ長岡　２階」（長岡市千秋３-315-11）13:00～ 15:00
　　　　　　　（オリエンテーション 12:20 ～ 12:40）
●参加対象：一般・学生全学年（高校生以外）
●内容：①�求人面談コーナー（法人：事業所による事業概要等の説明）　　

25カ所予定
　　　　②�職業相談コーナー（就職に関する相談、仕事内容・資格取得方法の相談）
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福 祉 の 現 場

この機関誌は、

赤い羽根共同募金の

助成を受け発行しています。

発行所／社会福祉法人　新潟県社会福祉協議会

　　　　新潟市中央区上所2－2－2ユニゾンプラザ

　　　　☎ 025－281－5520

発行人／関谷　政友

定　価／５円（会員の購読料は会費に含む）

福祉にいがた
平成28年７月1日発行（毎月1日発行）

昭和27年9月16日　第三種郵便物認可

印刷／島津印刷㈱

坂上　美由紀さん
（国際こども・福祉カレッジ教員　介護福祉士）

　

介
護
の
現
場
か
ら
教
壇
に
立
ち
16

年
に
な
る
。「
利
用
者
の
気
持
ち
に

な
り
、
そ
の
人
が
ど
う
し
て
ほ
し
い

の
か
考
え
て
ほ
し
い
」。
寄
り
添
う

介
護
の
大
切
さ
を
伝
え
て
き
た
。

　
当
初
は
、
土
曜
、
日
曜
も
授
業
の

準
備
に
追
わ
れ
、
バ
イ
タ
リ
テ
ィ
ー

あ
ふ
れ
る
学
生
た
ち
に
振
り
回
さ
れ

も
し
た
。
９
年
半
の
キ
ャ
リ
ア
を
携

え
て
の
転
身
だ
っ
た
が
、「
や
っ
て

き
た
こ
と
を
伝
え
ら
れ
た
ら
」
と
い

う
軽
い
気
持
ち
や
甘
い
考
え
は
吹
き

飛
ば
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。「
教
え
る

難
し
さ
を
痛
感
し
た
」
と
い
う
。
し

か
し
今
、
学
生
が
苦
手
な
こ
と
を
、

何
度
も
練
習
を
し
て
、
う
ま
く
い
っ

た
時
の
誇
ら
し
げ
な
表
情
を
見
る

と
、「
や
っ
て
い
て
良
か
っ
た
な
ー
」

と
思
う
。
知
識
や
技
術
を
詰
め
込
む

だ
け
で
は
な
く
、
楽
し
さ
も
教
え
る
。

　
福
祉
の
道
に
進
ん
だ
き
っ
か
け
は
、

養
護
教
諭
を
し
て
い
た
埼
玉
か
ら
帰

郷
、
祖
母
の
介
護
が
必
要
と
な
っ
た

こ
と
だ
っ
た
。「
ヘ
ル
パ
ー
の
仕
事
ぶ

り
を
見
て
介
護
の
奥
深
さ
を
知
り
ま

し
た
」。
福
祉
施
設
で
働
き
な
が
ら
、

仲
間
と
勉
強
会
を
行
い
、
実
技
も
一

緒
に
学
び
資
格
を
取
っ
た
。

　
夏
の
あ
る
日
、
涼
し
さ
を
と
金
魚

鉢
を
置
い
た
と
こ
ろ
、
利
用
者
が
金

魚
を
口
に
入
れ
よ
う
と
し
た
。
幸
い

近
く
に
い
た
職
員
が
気
付
き
、「
本

人
も
金
魚
も
大
事
に
至
ら
な
か
っ

た
」
こ
と
も
あ
っ
た
。
そ
ん
な
失
敗

談
も
、
学
生
に
は
現
場
を
身
近
に
感

じ
る
教
材
と
な
る
よ
う
だ
。

　
現
在
、
介
護
福
祉
士
２
千
余
人
を

養
成
し
て
き
た
専
門
学
校
で
、
教
務

部
次
長
で
介
護
福
祉
学
科
長
と
介
護

福
祉
こ
ど
も
学
科
長
を
兼
務
す
る
。

施
設
実
習
の
巡
回
に
行
く
と
、
卒
業

生
か
ら
「
先
生
―
」
と
声
が
掛
か
る
。

経
験
を
積
ん
で
、
利
用
者
の
た
め
に

一
生
懸
命
や
っ
て
い
る
姿
は
輝
い
て

い
る
。「
仕
事
は
大
変
だ
が
、
喜
ん
で

く
れ
る
か
ら
頑
張
れ
る
」
と
聞
く
と

う
れ
し
い
。「
健
康
に
留
意
し
、
こ
れ

か
ら
介
護
職
を
目
指
す
人
達
に
介
護

の
魅
力
を
発
信
し
て
い
っ
て
ほ
し

い
」。
卒
業
生
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
だ
。

　

最
初
に
受
け
持
っ
た
学
生
か
ら
、

今
も
ク
ラ
ス
会
に
招
か
れ
る
。
趣
味

は
フ
ラ
。
施
設
で
踊
る
こ
と
も
あ
る
。

大
事
だ
と
い
う
笑
顔
が
絶
え
な
い
。

No.13

笑顔と寄り添う介護の大切さ伝える

「
福
祉
に
い
が
た
」
に
つ
い
て
、
ご
意
見
、
ご
感
想
、

知
り
た
い
テ
ー
マ
な
ど
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
左
記
ま
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
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新潟ユニゾンプラザ
ライブラリー

NEWS
「
黒
田
留
美
子
式
高
齢
者
ソ
フ
ト
食

　
食
事
を
楽
し
む
献
立
作
り 

Ｄ
Ｖ
Ｄ
３
本
セ
ッ
ト
」

◆
編
著
：
黒
田
留
美
子

◆
発
行
：
株
式
会
社　
シ
ル
バ
ー
チ
ャ
ン
ネ
ル

【
内
容
】

　

加
齢
や
障
害
に
よ
っ
て
、
か

む
力
（
咀
嚼
力
）
や
飲
み
込
む

力
（
嚥
下
機
能
）
が
低
下
し
ま

す
。そ
こ
で
高
齢
者
施
設
で
は
、

き
ざ
み
食
や
ミ
キ
サ
ー
食
が
提

供
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

こ
れ
ら
の
食
事
は
、
見
た
目
が

悪
く
食
欲
が
わ
か
な
い
、
カ
サ

が
増
す
こ
と
で
十
分
な
栄
養
を

取
る
こ
と
が
で
き
な
い
、
な
ど

の
弊
害
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
は
、
し
っ
か

り
と
形
が
あ
り
、
見
た
目
に
お

い
し
そ
う
で
あ
り
な
が
ら
、
安

全
に
食
べ
る
こ
と
の
で
き
る
食

事
を
提
案
し
て
い
ま
す
。

問い合わせ 新潟県社会福祉協議会　新潟ユニゾンプラザ図書情報ルーム　☎025－281－5514
―紹介した資料のほか、福祉や女性に関する図書やＤＶＤの貸出をしています―

Vol.１　ソフト食入門編　40分　肉じゃがの作り
方をベースに基本的なポイントを紹介。
Vol.２　特定給食基本編　50分　老健の「ある日
の三食」の調理工程を追いながら、調理や味付け、
作業効率のポイント等を紹介。
Vol.３　特定給食主食編　45分　食事の基本要素
の主食である「ごはん」の、高齢者ソフト食におけ
る展開を解説します。


